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概 要 ■ 「北海道カーボンファーミング推進協議体」の設立（５月25日）
北海道カーボンファーミング推進協議体は、本道農業が「ゼロカーボン

北海道」の実現に貢献しながら持続的に発展していくため、農地への炭素
貯留や温室効果ガスの排出削減、カーボン・クレジットの創出を共通の目
的とする産学官金など幅広い分野の関係者が集う情報交換と協働の場とし
て、道のホームページ上に設置するバーチャルな協議体であり、本日（５
月25日）設立したので、お知らせします。

（ホームページアドレス）
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/shs/clean/148792.html

【取組内容】
～協働の基盤（プラットフォーム）づくり～

①構成員の協働による情報交換
・参加者名簿と電子メールを活用した情報交換

②生産現場での脱炭素化に向けた取組を推進
・共同研究や技術実証など、参画者の協働を促進

③ＨＰを活用し、新たな技術情報や現地での取組などを情報発信
・先進事例の横展開や集積した情報の提供

＜カーボンファーミングとは＞
農地土壌や家畜の飼養管理などの改善によって、温室効果ガスの

削減・吸収を目指す農業のこと。

参 考 別添の「北海道カーボンファーミング推進協議体」の設立について
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「北海道カーボンファーミング推進協議体」の設立について

令和５年（2023年）５月
北海道農政部農政課

１ 趣 旨
道では、全国に先駆けて平成３年度から健全な土づくりを基本に、化学肥料や化学農

薬の使用を必要最小限にとどめるクリーン農業をはじめ、原則これらを使用しない有機
農業などの「環境保全型農業」を推進してきたところである。
こうした中、世界的にカーボンニュートラルの取組が求められ、本道農業が「ゼロカ

ーボン北海道」の実現に貢献しながら持続的に発展していくためには、農業分野から排
出される二酸化炭素（CO2）やメタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）の温室効果ガスの排
出削減はもとより、農地土壌への炭素貯留効果などの吸収源対策についても推進してい
く必要がある。
このため、本道農業の脱炭素化に向けて、幅広い分野の企業、農業者や農業団体、経

済団体、金融機関、大学、研究機関、行政機関など多くの方々の参画を得て、農地への
炭素貯留や温室効果ガスの排出削減、カーボン・クレジットの創出を共通の目的とした
「北海道カーボンファーミング推進協議体」を設立し、協働の推進母体として活動を進
める。

＜カーボンファーミングとは＞
農地土壌や家畜の飼養管理などの改善によって、温室効果ガスの削減・吸収を目

指す農業のこと。

２ 構 成 員
「北海道カーボンファーミング推進協議体」は、設立趣旨に賛同する関連企業、農業

者や農業団体、経済団体、金融機関、大学、研究機関、行政機関などにより構成する。

３ 役 割
「北海道カーボンファーミング推進協議体」は、幅広い構成員の持つ情報を広く発信

し、共有することにより構成員の協働を促進するとともに、水田、畑作・野菜、畜産な
どの分野別の課題検討等を行うほか、生産現場での取組等を支援する。
※ 共同研究や技術実証など、参画者の協働を促進
※ 協議体として会長や独自の予算、総会は設定せず、ホームページと電子メールに
よる情報のやりとりを基本に活動

４ 取組内容
～協働の基盤（プラットフォーム）づくり～

○ 構成員の協働による情報交換
・ 参加者名簿と電子メールを活用した情報交換

○ 生産現場での脱炭素化に向けた取組を推進
・ 共同研究や技術実証など、参画者の協働を促進

○ ホームページを活用し、新たな技術情報や現地での取組などを情報発信
・ 先進事例の横展開や集積した情報の提供

５ 設立月日
令和５年(2023年）５月25日（木）



「北海道カーボンファーミング推進協議体」の設立について 令和５年５月
道 農 政 部

【設立趣旨】
 道では、全国に先駆けて平成３年度から健全な土づくりを基本に、化学肥料や化学農薬の使用を必要最小限にとどめる「クリーン農業」や有機農業
などの「環境保全型農業」を推進。

 世界的にカーボンニュートラルの取組が求められ、本道農業が「ゼロカーボン北海道」の実現に貢献しながら持続的に発展していくためには、これま
で以上に環境と調和した持続可能な農業を推進していくことが必要。

 本道農業の脱炭素化に向けて、 生産者をはじめ産学官金など幅広い分野からの参画を得て、農地への炭素貯留や温室効果ガスの排出削減、
カーボン・クレジットの創出を共通の目的とした「協議体」を設立し、協働の推進母体として活動を推進。

「北海道カーボンファーミング推進協議体」
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・企業
・経済団体
・金融機関
・大学
・研究機関 等

※ 共同研究や技術支援など、参画者の協働を促進
※ 協議体として、会長や独自の予算、総会は設定せず、ホームページと電子メールによる情報のやりとりを基本に活動

【取組内容】
～協働の基盤（プラットフォーム）づくり～

○構成員の協働による情報交換
・ 参加者名簿と電子メールを活用した情報交換
○生産現場での脱炭素化に向けた取組を推進
・ 共同研究や技術実証など、参画者の協働を促進
○ＨＰを活用し、新たな技術情報や現地での取組
などを情報発信
・ 先進事例の横展開や集積した情報の提供

・市町村
・農 協
・農業者
・普及センター
・関係機関

＜カーボンファーミングとは＞
農地土壌や家畜の飼養管理などの改善によって、温室効果ガスの排出削減・吸収を目指す農業のこと。


